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生

r
费
ビ
を

- #

^

て
勸

_
'>
3:

る

人
士
を
勞

«
に
從
事
せ
し
む
る
爲
め

R
之
を
使
用
す

■る
­

に 
至
る
 
可
し
。
完
成

(

せ
る
製
作
物
を
貨
幣
ギ
對
し

^

働
に
對
し
、若
く
は
又
た
他
の
財
に

0 

し
て
換
ゆ
る
に
靡
し
て
は
、材
料

:0
:-
^
價

€
勞
働
者
の
勞
銀
と
を
支
狒
，ふ
に
足
り
得
可
§
も 

の
；以
上
、彼
の
資
本

>
此
企
業
ね
賭
せ
る

“事
業
金
畫
者
の
刹
潤
の
^
め
に
何
物
か
ぐ
與
へ
ら 

れ
.

る
可
か
ら
ず
。
故
に
此
場
合
に
於
て
は
勞
働
渚
が
材
料
に
附
加
す
る
價
値
は
分
れ
て 

:1j

普

€
な
る
其

j

つ
は
彼
等
の
勞

.銀

.を
支
挪

^
も

の

に

し
-r
e
.他
は
材
料

の
全
菩
積

S
前
拂 

せ，る
勞
銀
ビ
に

.對
す
る
规
主
の
利

_

を
支
拂
ふ
も
の
な
り
。
彼

®
主)

は
彼
等
#
働
寒
の
製 

作

*
の
賣
却
ょ

>

し
て
自
：

.己

0
,資
本
を
償
却
す
る
に
十
分
な
る
以
上
の
何
物
か
を
期
待
す

石

1
4

あ
ら
ざ
れ
ば
、彼
等
を

®
傭
す
可
き
何
等
の
興
味

‘を
も
有
し
得
ざ
る
可
し

、
*.

.(11)

故
'

にV

此
事
飽

に

於

て「

は
；或
參
.の

獲

得

又

は

生

產

に
普
通
使

.«
せ
ふ
れ
た
る
勞
働
量
は
、決

し

て

 

へ
輿
が
普
通
に

_

買
心
笑
配

.し
若
べ
は
交
：換

.
せ
.
.ら
：る
：可
き
勞
働
最
を

 

唯
一

9

事
. 

>

情
た
る
こ

f

亦

し
。

れ

.

.城
此
外
の

.
或
：.：る
量
ゲ
勞

::
*

を
前
挪
し
其
勞
働
の
，材
料
を
供

... 

I 

• 

,

,

.

船
せ
る
*
本
の
利
潤
の
爲
め
に
當
然
次
挪
は
れ
ざ
る
可
か

ら

ざ
る
は
、明
白
な
る
所
な
れ
ば

,̂
.r 

h
y 

o 

. 

. 

... . 

J 

' }
-

1

■ 

. 

.

.

.

.

.
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- 
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.
‘ 

- 
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.
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*

一：

J；
. 

1

..1
!
の
'土
地
が
へ
總
：て
私
有
財
產
と
な
る

:'
や
：へ
否
，
や
、
地

主

は
S

Mて
の
他
の

•人
士
ど
同
じ

i

- 

•- 

1
.

か
.
ざ
る
處
に
則
ち
ん
乙

■
ビ
令
愛
レ
み
、其
自

#

の
，生

〗

摩
物
.
に
對
レ
て

'
す
.
ら
地
代
を
要
求
：す
。
 

(

於
是
乎

)

土
地
：が
共
有
物
た
り
し
時
に
は

"
唯
碟
を
探
：收
す
る
煩
勞
を
瘧
す
の
み
な
ぅ
し
淼
の 

薪
"
野
.
の
革
、及
び
！
 

土
埤
め
一
切
の
自
然
；的
果
實
は
咎
自
の
上
に

k

 

_

的
取
寒
め

' 
ら
れ
た
る
代 

價
女
有
す

^

^

至
る
。

(

三
}
,然
る

.
時
技
:1
{
|
:人
，_
娘
#

等
'
身
採

«

す
：可

&

'
許
河
に
對

^

て
酬
似

.

 ̂

碎
可
か
ら
す
。

」

激
れ
ば
貨
幣
に
對
し
、勞
働
に
對
し
、若

し
 

<
 

は
又
.
炎
他
.

':
?

>
灘
に
對
し
.て
彼
篇 

.

を
換
ゆ
る
：

•

際
：し
て
は
、彼
等
を
採
收
，す
る
勞
働
と
此
勞
働
を
：灌
■
す
る
弩
本
の
編
潤
ど
に 

對
.
し
當
然
支
、挪
は

•
る
可
き
も
の
以
上

#

可
の
代

.
價
に
身
し
若
干

Q

 

.參爾
加
へ
ら

れ

ざ

る
可

0
^
,
0 

(

ニ
ニ

)

論

.脚

1

-7
ダ
ム
®
.スミ
ス
の
..價値
論
.II
就
：て」
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r
镇

十

遷

(

ニ
.一ニ)

論

說

A

アダム

H

0
;M
値論Li

就て 

笫H

換

五

」

、

—

か

ら

：ず
、而
し
：て
是
れ
ぞ
最
初
め
：地

代

を

成

す

ネ

の
*

れ
。
故
に
揪
の
大
部
分
の
代
價
に
於 

.

て
地
代

.
が
斯
く
て
價

#1

の
第
三
の
源
衆
を
成
す
に
至
，る
も

:0

と
.す
。
此
事

®

に
於
て
は

. 

.

•
被
^

物
.の

獲

得

若

く

は

生

產

に

普

通
^

用
せ
ら
れ
セ
る
勞
働
量
も
、此
勞
働
の
貨
銀
を
前
拂 

4
#

刺
を
供
給
す
る
利
润

.
も
共

^

其
.が

普

通

に

購

買

し

支

.配

し

若

く

似

交

換

せ

ら

る

可

き 

難
：働

-M

を
左

'*

し

，得
可
き
唯」

の
,事
#

た
&

ず
し
て

^

代
^

る
第
三
の
事
情
も
同
♦
に
考 

慮

に

如

、
へ

ら

れ
ざ

.

る
辣
が
ら
ず
。

k

れ
.セ
物
は
其
を
市
場
に
齎
す
人
を
し

て
此
地
代
を

支 

拂
い
ふ
を

.得
せ
丄
め
ん
が
爲
め
追
伽
的
勞
働
量
を
購
■員
し
支
配
し
若
く
は
交
換
し
來
ら
ざ
る 

可
か
ら
ず

」 

.

ビ
說
i

故
に
^

.

の：意

■:は
^

—

^

に
此
場
合
に
於
て
は
勞
働

#

が
材
料
に
附
加
す
る
®
値
は 

^

取

七

ニ

部

ビ

；

る
云
、々
：

」

の
句
0

如

き

を

後
0:

研
究
に
讓
レ
‘

體

の

上

ょ

り

推

し

て

之

•を
見 

れ
％

I

I

一
 

物
の
價
：
値
が

之
-を
#

得

.し

若

く

は

生

產
す
る
爲

必
に
，廣
_
れ

た
る
勞
働
の
み
に 

依
”

決
定
せ
ら
名

 

>
 
織
未
だ
土
地
、

*

本
の
私
有
な
る
も
の
を
見
ざ
：ぅ
し
太
.古
草
味
の
社
會 

丨
か
、
.て
.

の
み
見

.る；
»:

象
•に
し
て

i

M

資

本
の
私
有
制
度
行
は
る
、
社
會
に
於
て
は
決
し
て
之 

を
見
る
を
得
す
、斯
の
如

さ

f t

會
に
於
て

は

、

' :

物

の

價

値

は

此

外

に

更

に

利

澗

及

び

，地
代
に
該

1
I
1

- 

.

. 

.

. 

. 

. 

V

、當

す

.る
勞

働

量

に

依

ら

て

決

定

.せ
ら
る
、換
言
‘す
れ
ば

*
價
姐
は

*|
'潤
及

^
地
代
に

•該
.當
す
る 

丈

.け「

高
め
ら
れ
ざ

る
可
か
ら
ヤ
士
主
張
す
る
に

茌

り

ミ
謂
ふ
可
き
な

%

而
し
て
畏
れ
ぞ
即 

吾
人
が
ス
ミ
ス
の
價
値
論

?:
以
て
勞
働
價
値
說
ド
ぁ
ら
す

y

^
し〔

却
つ
て
之
を
生

-ff
i
fi
說 

な
ヶ

W

爲

す

所

以

な

：る
：が

^
' ■■ 

.ミ：
ス

の

此

見

解

は

，國
.富
論
第
ー
一
版
以
卞
，の

改

訂

に

依

りv
果
し 

.て
如

.何

w:
b
變

動

し

^
.る
：可

き

や

。
.:
I

;.
;
:
:
:

:ス
'ミ
ス

は

先

.き
ば

：吾

人

.が(
n

ニ)(

三)

な

る符
：：

號

を

附

し

て

引

用

し

®
^

1

'̂

就
て
は
先
づ
之
一
を
改
訂
しV

:
.

 

h 

■
-
 

,
-.
:

:J
f
f
i事
攏
に
於
て
は

■

働
の
承
生
產
物
は
勞
働
潜
に
歸
厲
す

1
然
れ
ば
或
る
物
の
獲
得
茬
く 

,道
#

清
に

.
普
_
通
«

用
せ
ら
；れ
た
る(

勞
働
，量
.
こ
を
其
が

.普
通
に
購
買
し
支
配
し
若
く
ゆ
交

.
換
. 

せ
.
ら

：：
る
_

き

勞
.
働
*

^

左

右

ー

し

得

る

唯

I

の
事
情
な
れ
ゲ

’

ど
':
5

せ

る
^

» -
|

1

は

.±
地

資

本

の

私

有

未

だ

起

ら

す

從

つ

て

其

生

產

物

を

分

つ

可

き

地

主

ビ

資
^

家

艺

を

有

せ
^

，

し

太

古

草

味

：の

| 1
:

會
に
於
て
は
、勞
働
者
は
各
自
の

-

生

齑

せ

る

も

の

、

.
 

•
 

... 

.
 

.

全

部

を

悉

く

自

：己
に
；：保
有
ム
得

.

^

る

が

故

に

^

を

他ミ
交
換
す
る
時
自
已
が

0

獲
得
若
く
は 

在
_

の
.爲
め
.R
i s

し
^

る
潜
働
量
を
，以
て
其
價
値
ミ
な
し
、從
つ
て

.

換
へ
て
得
來
る
他
物
が
：之 

I

第
十
五
卷

(

ニ. 

ニ1

こ
 

' 

,

第
ニ
狭
.
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第
二
號

.

五

八

.

へ
：

i

匕
..桐

じ

勞

働

量

を

含

 

へ、
然
/
ら
ざ
る
時
に
は
則
ち
之

^

拒
む

-

. 

, 

.

.

.

.

.

.

 

'..I.

 

.

. 

.

:

、

:0

指
樹
ビ
な
す
を
得
た
み

を
！
！

ふ
取
外

^

ら
ぶ
名
が
故

^

此
は
第
一
版

0

所
論
ビ
特
に
異
る

I: 

.

所

ミ

：
I

■

可
も
 
了
，ト

^̂ 

.

:

ゾ

。

.
”

:

r 

- ̂
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'
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:
v
:
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:『

此
事
濺
に
孫
ゴ
は

#
働
の
，舍
逢

^

 ̂

彼

は

大

多

數

の

,

.
( 

;

«

身
K

.
於
て
，彼

を
*

備
す
る
資
本

:̂

所
有

«

ビ
之
を
分
た
ざ
る
可
か
ら
ず
。
或
る

%

の
’

.

.

. 

■ 

- 

- 

» 

■ 

• 

4 

•

•

:::

得

：苦

く

は

生

產

に

：
普

领
_

用
せ
ら
れ
た
る
勞
着

®
は
何
れ
ゑ
、其
が
普
通
に
購
買
し
支
配
し 

:

若
べ
は
交
換
せ
ち
；石

.可
き
：勞
働
量
を
左
右
し
得
る

•唯
ー

.：の
事
辩
に
ぁ
ら
ず
。
何
ど
な
れ
ば 

'

;:

帅
外

0
或
る
量

'が
'勞
銀

.を
：前
鄭
し

.其
勞
働

0
:材
料
幺
供
給
せ
る
ー

^

い：然

_

拂

咚

れ

ず

；

可
か
.も
^

る
.
は
.
明
白
な
る
所
な
れ
ば
な

!>
:

:」

::
:

.

.
と
们

正
せ
り
。

而

し

て

.:
»

.
寒
義

.!
:

.
て
は
、
從
來
多
く
の
學
卷

-t
w

に
.
前
半
の
意
義

ビ

後
宇
の
意 

L

ど
は
.
互
'K

,矛
盾
す
ビ
の
羅
«
行

.«
'
名
、
が
都
く
な

a
.ど
も

#

レ.吾
人
の

見
る
所
を
以

'
て'す

，
 

V 

. 

,

'

:れ
ば
、
^

棟
.資
本
の
菩

«

起
：れ

〉

る
社

#

に
於
て
は
華
働
者
は
：我

' 

. 

.’ 

——

- 

W 

.、

一
 

ず
七
て

_

本
緣
多
之
奢
分
た
ぎ
る
可
か
ち
ざ
る

^:
故
：に

"
.物

©
價
値
は
之
が
獲
：得
戈
ゆ

: 

. 

: 

* 

.
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.
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s
m
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■

' 

丨
，

の
爲
め

.
K

t

s

れ
I
^
.石
/
勞
.
傭
量

.
の
み
，を
.
.目
標

.ど
し
て
之
を
定

o

.る

..' を

.

.得

.

^
、必
ず
之
に
加
ふ
る

‘

.

に
利
詞
に
該
當
..す

る

勞

働

量

を
^

て

せ

：
：
ざ

る
.可
.
か
ら
中
、換
言

.
す
れ

「

ば
價
値
は

利

«
に
該
.當
す

「

.

る
丈
け
高
め
ら
れ
へ
さ
る
可
か
ら
、ず
、蓋
し
若
し
然
；$

ざ
れ
ば
：勞
«

者
ft

自
：
己

の

〗

勞

働

に

.
對し

て

'
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其
.說
_明
.を
詳
細
に
せ
る
點
に

.存

.す

S
謂
'ふ
可
き
な
れ
：域ス
ミ

'
.ス
の
意
見
は
此
點
に
於
て

7
P

秦 

.

.
:
穴

前

：論

ミ

相

：違

す

る

所.な
し
と
稱
す
可
き
も
の
ビ
す

，

(

-;
n
 

. 

.最
後
に
ス
ミ
ス
奸
钔
三
の
個
所
を
.改
め
て
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f

時
は

I

彼
等
を
採
集
す
可

I

可
に
I

て
酬

5

,

. 

彼
0

勞
働
の
'
蒐
集
.
し
若
く
は
生
產
せ
る
：も

の

、

j

部

を

地

主

に

與

，へ•
ざ
る
'可
か
ら
ず

.0
此

.

.部

分

：若

，

く
は

一
：.

へ
是
れ'
_
.
«
同
-
‘

i

ノ.事

:;ヾ
 

:

.の
に

‘し

て

、̂

の
大
多
數
の
代
價
に
於
て
第
三

0
耩
成
部
分
を

.成
す

」

:.
:
/

4

な
せ
る
は
、彼
を
し

1:

新
|2

に
改
訂
を
企
つ

.
る
：に；至
ら
し
め
た
る
主
眼
點
に
關
す
る
丈
け
'を 

.

斧
紙
.
の
猶
も
亦
た
甚

^

大
に

■
し
て
、其
改

‘
，歡の
：
.要
：旨は
誤
：

1

版
の
，所

論
0

:
如

く

な

る

時

t
f

地
.代 

'

も
亦
た
.
爾
餘
の
構
'成
：|?
素

(

ビ
同
じ
過
.程
を
經
て
.
代

價

中

に

入

る

が

如

く

解

せ

ら

：る

、
を
以
ヽ
て
1

7
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第

二

魏

六
o 

.

.■其

を

避
.けV

®
に

地

代

も

亦

た

，代

價

の

構

成

部

分

.た
る
こ
ど
あ
る
を
示
し
置
く
に

±
め
ん

ビ 

し
た
る

R

在 
>
 

どP
.

ひ
轉
可
ム
國
富
論
第
十

I:

章
に
於
て

「

地
代
は
勞
銀
：及
び
利
潤

ビ
異
れ
d
る 

"道
程
を
經
て
物
の

:̂
_

の
駔
成
中
に
ズ
：る

1

說
け
る
を
參
照
す
可
し

)

。
乃
ち
‘以
上
を
要
約
し 

て
之
を
言
へ
ば
、ス
ミ
ス

:,
'
は
:^
一
版
に
：於

_て

物

，の

價

値

は

土

地

，

«
牢
の
私
有
行
は
る
、
社
會
に 

.

.於
て
は
、之
を
獲
得
し
若

'く
，
.は
生
産
す
る
爲
め

に
費
さ
：れ
た
る
勞
働
量
の
.外

に
利
澗
及
び
地

S
 

に
.該
當
す
る
勞
働
量
を
加
へ

.た
‘る
.も
の
に
：依

&
て
，決
定
せ
ら
み
と
說
き
た
る
を

^

rl
'K
に
^

, 

て

は

一

前

二

者

は

：常

に
^

れ

ど

も
.
.最

後

の

者

は

常

に

必.ず

然
b w

謂
ふ
を
得
ず
ビ
改
論
七
た
る

.

潘
に
し

.
て
@

人
は

」

此
點
に
於

:̂

彼
0

議
論
に
大
な
る

*

-
移
の

«

を
認
む
れ
ど
も

#

し

彼

が

前

• 

麵
を
通
じ
て

生
產
«
說

を
唱
へ
た
る
者
な
る
は
斷
じ
て
疑
ふ
可
か

&.

ず
ゃ
信
ず
。

而

し

て
^

「

n

'̂
w

ち
吾
人
が
彼
の
價
値
論
を
以
て
勞
働
價
値
說
な
办
と
.爲
す
議
論
に
反
對
す
る

所
以
な
 

5

が
、併
し
完
全
に

_

を

，
排

，
せ

ん

が

：爲

め

に

 

に
之
を
後

0

研
究
..に
讓
る
と
し
て

®

く
詳
細
の

_

論
を
避
；s

た
る
柳
の

「

故
に
此
場
合
，に
於
て
は
勞
働
者
が

#

:料
^

附
加
.す
る
價
値 

は
ノ
分
れ
て
ニ
部

ビ

:な
'5

云
々

」

な
'̂

句

が
： .

ス
ミ
ス
の
價
値
論
中

R

在
り
て
如
何

.な

る

、地

位

を
S
 

め
⑷
何
な
る
意
味
を
有
す
る
や

?:
;

明
に
せ
ざ
る
可

.か
ら
ざ
る
を
以
て
今
則
ち
之
を
說
か
ん
に
、

■ ■
'
■■
■
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.
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ス
ミ
ス
は
國
富
論
第
八
章
に
於
て

:
.

,

,:
.
' 

’

‘

「

彼(

資
本
家

)

は
彼
：等

(

勞
働
者

)

の
；勞
働
の
生
産

■物
^

く
は
典

#

«)

が
其
藥
瘿
の
.
^
‘へ
ら
る
可 

ぎ
材
料

^
附
加
す
る
值
値
の
分
配
に
典
か
る
。

.而
し
て
彼

(

*
本
，
§

の
‘利

潤

ば

此

分

け

前

ょ

成
.る

： -

J
;°

, 

.
'
i
v
. 

:
;:
、

：
. 

. 
ノ：

と
說
く
：が
故

に
、ス

.

ミ

ス

の

ー

所

論

に

‘在

ダ

て
は「

勞
働
，
の
生
產
物

」

と
言
ふ
ビ

「

勞
働

.が
材
料
に
附

»0 

す
る
價
値

」

と
言

■

ふ

v
j

は
"

殆
ふ
ど
全
ぐ
同
一
事
な
公
ビ
謂
ひ
得
可
し

"(

前
段
の
.引
用
中
に
此
部
分

若

く

は

一

是

れ

#
竟
：同

一

事
な

V

I
:此
部
分

の

.代
價

こ

そ

地
代
を
形
成
す
：

-

-」

$
あ

，る

-を
參
考
す
可
し

)

。パ

®
クV

之
を
前
段
に
於

て
.其
a
義
を
說
き
た
る

「

此
事
態
に

.於
：て

は
勞
働 

，の，
全
生
！一

物
：は

.必
し
；
も
，
勞
：働
輕
に

»
屬
せ
，ず
云

々」

の
個

.所
：’に

移

し

、
此
：
を
.：彼

に

代

®

し
て
，®
め

，

て
興
意
義
を
繹

g
,

ば
、其

.は「

事
態
に
於
て
は
勞
饊
が
材
料
に
附

;i
n
す
る
價

«
全
#

は「

#'
し 

も

^「

働
群
に
歸

「

屬〗

せ
ず
。

'
'彼
は
大
多

.數
の

.場
合
に
於
て
，

f
彼
を
扉
傭
す
る

'資
本

0
所
有
者
ギ
之 

を
へ
分
た

^
る
可

.か
ら
す
。
故
：に
或
る
物
の
獲
得
若
：く
は
生
産
に
普
通
使
用
せ

' ら
れ
た
る
勞
働 

'量
味

.何
：れ
も

.其
が
：普

a
.に
1職
質
し
支
配
し
若

.

.く交

.換
せ
ら
る

.可
き

#

働

*
を
灰
右
し

#
る：嗎 

1,'

の〔

事
.情
に
あ
ら

^
云へ々

i
?

な

!)
"從
つ

T

果
は
鹜
本
の
蓍

«
,起
.れ
る
社
會
に
於
て

.は、勞

.
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■

.

働
者

「
は
自
^

3

が
材
料
に
附
加
本
る
價
値
全
體
を
收
む
る
.を
得
ず
し
て
奪
本
家
ビ
之
を
分
た
ざ

•
し 

，
を

可

が
&
ざ
る
が

.故
に

"物
の
：.價
値
を
決
定
す

る
に
は
其
を
獲
得
し

若
：ぐ
は

生
產
す
る
爲
め
に

:

. 

.

.

. 

.

-•:
.

1
し

^
る
勞
働

1:
の

.'
-
:

み
を

#
11
に
置
く

を
以
て
足

n-C 

ノ

 

?
す
可
か
ら
ず

し

て、資
本
家
に

分
^

:

;

.
す
る

.利
；澗
に
該
當
：ず
る
勞
：働
.
摄
.
を
も

^

た，必
ず
之
ロ
加
へ
ざ
る
可
か

.
らず、
從つて其價は 

.

芽
池
の

^

に
於
て
資
本

'
家
：に
之
を
分
つ
の

.
必
恶
な
き

*

合
に
比
す
れ
ば
、其
额
丈
け
大
な
ら
し 

办
ら
る

-
、
を
要
す

.と
云
ふ
の
意
味
ビ
な
る
が
故
に
、此
は
前
論

V
J

特
に
異
る
所
な
し
と

_

ひ
得

.

.

.可
し

.0」

勿
論
嚴
密

k

之
を
言
，へ
ば
勞
働
者
が
：材
料
に
附
加
す
る
價

値

が
、
其

^

働

量

の

み

に

依‘ 

々

て

左

：
右

せ'ら
れ
ず
し
て
、他
の
事
情

.

.に依
ぅ
て

•高
め
ら
る
ビ
言
ふ
は
、其
.自
體
に
於
て
旣
に
矛 

'
い 

盾
：せ
る

-
個
の
立
言
；に
外
な
ら
す
じ
て
、若

1
價
値
が
同
時
に

•
-
、

も

の

な

り
:レ
.

せ
ば
興
は
明

&-

か
に
勞
働
者
が
材
料
に
附
加
す
る
も
の
ビ
言
ふ
を
得
ざ

^

'
道 

.

_

た
，ら
ん
な
ぅ
ビ
評
し

#

可
し
？
雖

も
、
併
し
斯
の
如
き
は
單
に
吾
人

^̂

決
し
て
ス
ミ
ス
の
意
に
あ

•

&

ざ
る
は
、彼
が「

完

成

せ

る

製

作

物

を

：
：
換
ゆ
る
に
.際

し

て

は…

 

.

足
命
得
可
為
も
の
以
上

*

:

:
事
業
企
畫
者

0.

利
潤
の
爲
め
に

.
何
物
か

.
於
與
へ
ら
れ
.ざ
る
可
か 

:
ノ

」

 

故
に
此
場
杏
に
於
て
は
犛
働
者
が
材
料
に
附
加
す
る
.價
値
は
分
れ
て
二
部

ど
な
る

云

々」

ビ
說
き
去
り
て
屯
然
た
る
を
見
ば
、容
易
に
之
を
察
知
し
得
可
く
し
て
、吾
：人
如
上
の
解
释
は 

Jf
c
所
k

其
必
し
も

#
斷
な
ら
ざ
る
の
證
據
を
發
見
し
得
可
き
な
り
。
而
し
て
然
る
♦時
は
ス
ミ 

.メ
の

iM
値
論
は
生
産

®
說
に
外
な
ら
す
ヒ
解
せ
ら
る
可
き
な
る
乙
と
芷
さ
^
上
述
の
女
く
な 

;る
を
以
て

^

者
が

_

の「

故
に
此
礙
合
•に
於
て
说
勞
働
者
の
材
料
に

.附
加
す
る
價
値
は
.分
れ

< 

.コ
：部
と
味
る
云
々

^
:る
'.
'
:

f

句
を
基
。礎
と
し
、

W
上

U
諸
種
.の
議
論
を
華
ね
て
終
に

.

.ス
ミ

^
の
價 

i;
tl
は
务
働
價
値
：說

.に：外
，

«
.ら
す
匕
主
張
ず
る

ゆ

全
く
誤

6
'な
り

と

SF
1
は
ざ
る
可
か 

て、

®
に
：又
た
吾
人
の
此
腕
に
：取
ま

.ん
と
す
今
所
以
の
も
の
れ
名
な

\

ら
中
し

%
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五
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